




 

試験報告書のｐｐ．2-11の表 1～8をまとめると以下のようになります。 

 
二酸化塩素の除菌効果試験結果 

（財）日本食品分析センター 試験報告書 第 NA６６０７０３７８号 
（平成 5年 8月 23日） 

商品名：「パスタクリーン」 
 

2.5分間作用でのMBC濃度の比較  
（（財）日本食品分析センター 試験報告書 第 NA６６０７０３７８号（平成 5年 8月 23日）（全
11項）からのまとめ） 

微生物名 
薬剤銘 

細菌 A 細菌 B 細菌 C 細菌芽胞 カビ菌 
二酸化塩素(パスタクリーン) 1 1 1 100 10
グルタルアルデヒド 100,00 100,00 100,00 ＞100,00 ＞100,00
フェノール 10,000 ＞10,000 ＞10,000 ＞10,000 ＞10,000
無水エタノール 500,000 500,000 500,000 ＞500,000 ＞500,000
グルクロン酸クロルヘキシジン 100 10 1,000 1,000 10,000
塩化ベンザウコニウム 100 10 100 1,000 10,000
ポピドンヨード 10 100 100 ＞1,000 1,000
次亜塩素酸ナトリウム 10 10 10 ＞1,000 1,000
 
【表の見方】 
(例)細菌 A をある条件下で充分不活化させるのに必要な「グルタルアルデヒド」の濃度は
100,00ppmであったが、「二酸化塩素」は 1ppmで充分であった。 
 
MBC:最小殺菌濃度  石炭酸係数（フェノール係数）測定法に従い、次のような試験を行った。
試験液 10mLに菌液 1mLを加え十分に撹拌後、室温（約 20℃）で 2.5、5、10、15分間作用させ
た。各作用時間経過後にその一白金耳量をとり、滅菌後室温まで冷却した 0.2％肉エキス添加普通
ブイヨン（栄研化学㈱）に接種し、これを 35℃、2日間培養して菌の増殖の有無を肉眼で確認した。
次に各試験液の結果より、各作用時間における試験試薬のMBCを求めた。 
 
 細菌名については、同内容を学会発表した文献（高山 他 ：二酸化塩素の殺菌性、防菌防黴誌

Vol.23 No.7 1995 ）を御参照下さい。 
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